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A woman in her sixties was found to have pain in her upper back. An adrenal tumor was found by

abdominal sonography and she was referred to our hospital. Computed tomography (CT) and magnetic

resonance imaging (MRI) showed right adrenal cystic tumor. We diagnosed the tumor as right adrenal

cystic tumor, and performed surgical excision by laparoscopic surgery. The resected tissue was a gray

surface cystic mass, weighing 20 g. Histopathological examination of excised tumors revealed an

epidermoid cyst.

(Hinyokika Kiyo 56 : 315-317, 2010)
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緒 言

類表皮嚢胞（嚢腫）は，嚢胞性奇形腫（成熟奇形

腫）の中で，外胚葉成分が優勢に発達したものとさ

れ，後腹膜腫瘍として発生する頻度は低いことが報告

されている．症状は，その発生部位から特異なものは

なく，腫瘍の増大につれて膨満感，疼痛などの多彩な

症状を来たす．今回，われわれは，右背部違和感を主

訴に発見された右副腎周囲に発生した後腹膜類表皮嚢

胞に対し，腹腔鏡下腫瘍切除術を施行した 1例を経験

したので報告する．

症 例

患者 : 60歳代，女性

主訴 : 右上背部痛

家族歴・既往歴 : 特記すべきことなし

現病歴 : 2009年 8月に，右上背部痛を主訴に他院受

診．腹部超音波検査にて，径 40 mm 大の右副腎腫瘍

を指摘され，精査加療目的で当科紹介受診した．

初診時現症 : 身長 157 cm，体重 46 kg．体温 36.2

°C．右上背部痛を自覚．

初診時検査所見 : 血液生化学的，副腎関連内分泌学

的検査および尿検査では，明らかな異常所見は認めら

れなかった．

画像所見 : 腹部造影 CT では，右副腎外側下縁と連

続した，径23×30 mm大の造影効果の乏しく，内部が

low density で均一な腫瘤が認められた (Fig. 1）．腫瘤

内部は，T1 強調 MRI 画像で，低信号，T2 強調画像

で高信号として認められ，嚢胞性腫瘍と考えられた．

また，腫瘍内部の成分は，T1 強調画像において，脳

脊髄液よりも軽度高信号であったため，漿液性成分で

はなく，粘稠度の高い液体成分であることが示唆され

た (Fig. 2）．以上の所見から，副腎嚢胞性腫瘍と診断

し，腹腔鏡下に腫瘍切除術を施行した．

手術所見 : 腫瘍と腎臓との間を剥離した際，剥離面

から灰白色調で弾性硬の線維性被膜を有する表面平滑

な腫瘍表面が認められた．画像所見上，腫瘍は副腎外
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Fig. 1. Abdominal CT scan showed a cystic mass
located in the right retroperitoneal space.
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側下縁と連続して認められたが，副腎外腫瘍の可能性

もあるため，腫瘍周囲脂肪組織を慎重に吸引，剥離し

たところ，腫瘍と右副腎との間に癒着や連続性は認め

られず，副腎外腫瘍と診断された．腫瘍は，表面平滑

で，悪性所見を疑わせる所見は認められなかったた

め，副腎は温存し，腫瘍のみを切除した．手術時間は

84分，術中出血量は 15 ml であった．

病理組織学的所見 : 摘出腫瘍は，大きさ 32×42×

30 mm で，重量 20 g であった (Fig. 3）．腫瘍は，黄

白色の混濁した粘稠度の高い液体に満たされた嚢胞と

して認められ，病理組織学的に，内面は数層の線毛円

柱上皮や扁平上皮で被われており，嚢胞周囲には，平

滑筋組織も認められ (Fig. 4），悪性所見は認められな

かった．以上から，後腹膜類表皮嚢胞と診断した．術

後経過は良好で，手術 5日後に退院し，右上背部痛は

消失した．

考 察

類表皮嚢胞は，嚢胞性奇形腫の中で，外胚葉成分が

優勢に発達したもので，外胚葉の迷入によって生じる

皮膚様組織からなり，皮膚付属器を有さないことによ

り，類皮嚢腫と鑑別される1)．類表皮嚢胞は，全身に

発生することが知られており，頻度の高い腹腔内臓器

として脾臓が挙げられる2)が，後腹膜での発生は比較

的稀である．

超音波検査所見として，腫瘍内部が低エコーなパ

ターンや内部に高エコーな spot が点在して認められ

るパターンが報告されている3,4)が，これは本症例で

も認められたように，腫瘍内容物として，ケラチンや

変性した剥離細胞を含む泥状物質が認められたことを

反映したと考えられる．また，CT 所見では，薄い壁

の内部に均一な液体吸収像が認められることが報告さ

れている5)．

大井らは，本邦における後腹膜嚢腫性病変を集計

し，1）嚢腫（単に嚢腫とのみ記載され，詳細不明な

もの），2）皮様嚢腫（類表皮嚢胞を含む），3）リンパ

嚢腫，4）漿液性嚢腫，5）血液嚢腫，6）類皮嚢腫，

7）結核性嚢腫，8）軟化嚢腫，9）仮性嚢腫，10）包

虫嚢腫に分類し，類表皮嚢胞は，147例中 4 例（2.7

％）と報告している6)．また，1983年以降に本邦にお

いて報告された後腹膜類表皮嚢胞14例3,4,7~16)の発生

部位は，仙骨前面が 8例7~13)（57％），副腎周囲が自

験例を含めて 3 例3,4)（21％），左腎下極14)，盲腸∼

上行結腸背側15)および腎内16)がおのおの 1例（ 7％）

と，本症例のように副腎周囲発生型類表皮嚢胞は比較

的稀である．

類表皮嚢胞の病因として，組織発生の途上で後腹膜

腔に母組織が遺残あるいは迷入した発生異常の場合

と，外傷により表皮下に迷入した表皮組織が嚢胞を形

成する場合が考えられている17)．本症例の病因は，

外傷や手術の既往歴がないことから，前者と考えられ

た．

今回，われわれは，画像診断上，副腎嚢胞性腫瘍と
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Fig. 2. T1-weighed MRI scan showed a retroper-
itoneal mass with a low-intensity area.
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Fig. 3. Resected tissue was a pale yellow solid and
white mucous mass, which was 32×42×30
mm in size and 20 g in weight.
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Fig. 4. Histopathological examination of excised
tumors revealed epidermoid cyst (HE stain,
×4).
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診断したが，術中の判断で，腫瘍のみを切除した副腎

周囲発生型類表皮嚢腫の 1例を経験した．副腎周囲発

生型類表皮嚢腫は，術中所見から副腎外腫瘍と診断で

き，慎重な剥離を行うことにより，副腎を温存し，腫

瘍のみを切除することができると考えられた．

また，後腹膜奇形腫の25.8％が悪性であるとが報告

されている18)が，本症例では，病理組織学的に悪性

所見は認められず，再発や転移に関する経過観察の必

要はないと思われる．

結 語

右上背部痛を主訴に発見された右副腎周囲発生型類

表皮嚢胞を，腹腔鏡下に切除した 1例を報告した．
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